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2009 年(平成 21 年)６月から、松戸里やま応援 

団の有志により、不定期で開催されてきた「里や 

まボランティア・ステップアップ講座」。そのプ 

ログラムには、緑地保全の先行事例を訪ねるもの 

もありました。それらをふり返るシリーズの第３ 

回は千葉市を取り上げます。 

 
 千葉市の緑地保全事情、7 年後の再訪          
ステップアップ講座で千葉市を訪ねたのは 2013(平

成 25)年 8 月。同市職員を講師として、若葉区にある市

民緑地を視察したのですが、筆者は都合がつかず参加し

ていません。また、そのときからすでに７年近くを経て

いるので、みどりと花の課に仲介を仰ぎ、改めて同市で

都市樹林の保全を担当する公園管理課を訪問しました。 

貴重な時間を割いて応対してくださった萩原康弘さ

んと石橋恵里さんにお礼を申し上げます。なお、同行者

は、松戸市緑推進委員の藤田さん、上野さんとみどりと

花の課の稲吉さんです。 

さて、千葉市では、さまざまな指定制度を用いた緑地

保全施策が展開されています。そのうち民有地にかかわ

るものを以下に挙げます。()内は根拠となる法令です。 

1.特別緑地保全地区(都市緑地法) 13 カ所 約 61ha 

2.市民緑地(都市緑地法)  19カ所 約 20ha(市有地以外) 

3.市民の森(千葉市要綱) カ所 約 25ha 

4.保存樹林(千葉市条例) 約 215ha 

5.里山地区(千葉市要綱) 4 カ所 約 13ha 

6.谷津田等の保全区域(要綱) 14 カ所 約 59ha 

 （5.6.はそれぞれ農政、環境部署の所管） 

 

 公園管理課が所管する 1.～4.のなかで、ステップアッ

プ講座のテーマとなっていたのは、市民緑地と市民の森

でした。市民の森は、市民緑地よりも早く、都市緑地保

全法(現・都市緑地法)ができた 1973(昭和 48)年から指

定が始まっています。 

 同課の萩原さんによれば「市民の森は、開発により減 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

り続ける森を守るため、千葉市が独自に設けた制度。そ

の後 2006(平成 18)年、都市緑地法に市民緑地制度がで

きたので、そちらでの指定に切り替わっていった」との

こと。市民の森も市民緑地も、基本的には所有者との契

約により開発を制限する保全策です。 

 所有者は緑地を市に貸す見返りに、市民緑地ならば税

の優遇、市民の森は千葉市の場合、奨励金の給付を受け

られます。そして緑地は、共用空間として一般に開放さ

れます。しかし「優遇措置は、所有者が緑地を提供する

理由としてそれほど大きいものではなく、地域団体など

に緑地の管理作業をしてもらえるメリットのほうが大

きいと感じる方が多い」と石橋さんは言います。実はこ

こが千葉市の市民の森・市民緑地制度の見どころです。 

 

 指定と管理団体がセットの制度           

 市民の森と市民緑地を指定する際には、緑地の所有者、

千葉市、そして維持管理をする市民ボランティア団体の

３社で協定が結ばれます。「管理を担う団体があること」

が指定の重要な要件。市では維持管理に対応しきれない

ことがその理由ですが、所有者にすれば指定を受ければ、

管理ボランティア団体がセットでついてくるわけです。 

特集 ステップアップ講座・先行事例視察ツアーを振り返る 第 3回 

高橋 盛男 

                
 
                               No.6７ 
 

 

都市の緑を残すには、緑を見守り育む人のネットワークが不可欠です。私たちの活動の目的は「みどり」、特に 

樹林の保護･保全を願う人やグループと連携し、その輪を広げ、豊かな生態系を保つ森を次世代に伝えることです。 

代   表 ：藤田 隆   

年 会 費 ：1000 円 

口座番号：00170-9-696174 

連 絡 先 ：高橋盛男 090- 2935- 9444 

 

2013年に訪ねた若葉区の市民緑地「小倉そよ風の森」 

（現在は市民緑地の指定が解除されています） 
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「管理団体は、主に町会や自治会、老人会などの地域団

体です。市民緑地のほうにはゲートボールクラブや和太

鼓の会のような趣味の団体もあります」(石橋さん) 

 協定で定められた作業は、市民の森の場合はゴミ拾い

などの清掃作業、市民緑地ではこれに外周や園路脇など

の草刈り作業が加わります。さらに管理する面積によっ

て、団体には市から報奨金が支払われます。市民の森の

場合は 1.5ha 以上 15 万円／年、1.5ha 未満 10 万円、市

民緑地の場合は、1 ㎡あたり 40 円で 40 万円を上限とし

ています。これが各団体の活動資金となっています。 

「市は団体の作業に指示を出したり、活動内容に干渉し

たりはしません。ほぼお任せです。余力のある団体は、

観察会やミニコンサートなどのイベントも行っている

ようです。また、枯れ木の伐倒など重作業が必要になっ

た場合は、要請を受けて市が行います」(石橋さん) 

 ベンチや外周柵を自前でつくってしまう団体なども

あり、皆さん森の手入れを楽しんでいるようです。 

 

 比べて見えてくる松戸に足りないもの          

 一方、課題もあります。市民の森指定を先行させ、市

民緑地の指定を積極的に進めてきた千葉市。ステップア

ップ講座で訪ねたころは、いわばそのピーク時でした。

現在も千葉市には市民緑地を増やす意向はあるようで

すが「近年はなかなか指定にいたらない」と萩原さん。 

「理由は、指定を受けてくれる所有者さん、管理をして

くれる団体が見いだせないことです。特に後者の要因が

大きい」と言います。 

 千葉市では、管理活動をする団体への研修などは行っ

ていますが、松戸のような初心者対象の入門講座がなく、

地域団体を掘り起こすか、手を挙げてくれる団体を待つ

かたちなので、管理団体の確保が難しいようです。 

 また、市民の森や市民緑地は、年限を定めて契約を更

新して指定を保持する仕組みであるため、相続などに関

係して契約の更新が行われないケースが少なからず出

てきているというお話もありました。 

 さて、ここまで見てきた千葉市のケース、松戸と少し

比べてみましょう。 

 千葉市の市民の森にあたる公開樹林は、松戸にも「常

盤平北口緑地」がありますが、維持管理は市が行ってい

ます。市民緑地制度による保全樹林はありませんが、「松

戸市緑の条例」による「保全樹林地区」「特別保全樹林

地区」の指定制度があり、指定を受けた樹林地の所有者

には、面積に応じた助成金が支払われています。ただし、

指定樹林地に松戸里やま応援団などの里やま活動団体

が入っているケースがあるものの、多くは維持管理が所

有者に委ねられています。千葉市のように維持管理団体

とセットで指定するかたちにはなっていませんし、一般

に公開利用されてもいません。 

 一方、松戸市には里やま活動団体が所有者に代わり、

維持管理作業を行っている樹林地が 20 カ所近くありま

すが、一般に常時公開されているのは公園内の活動地な

どごくわずかです。また、活動地や活動を担保する制度

がほぼないに等しい状態。千葉市の報奨金にあたるもの

もなく、松戸市の里やま活動団体は個々に資金調達を行

っています。ただし、松戸市の場合、里やま活動団体と

その活動地は、今後も増えていくものと思われます。 

 念のために、これは千葉と松戸、どちらが優れ、どち

らが劣るという話ではありません。けれども、こうして

比べてみると、どちらに何が足りていて、何が足りない

のかがおぼろげながらに浮かび上がってきます。 

 例えば近年の都市緑地法の改定では、区市町村で認定

が可能なみどり法人制度や、民間事業者により空地の緑

化・活用を図る市民緑地認定制度が新設されています。

従来のように保全地を地面上で線引きするだけではな

く、その担い手や利用の幅を広げることにより、緑地の

保全意識を高めていこうという意図がうかがえます。 

 里やまボランティアが活躍する民有林が多い松戸の

場合も、まず望まれるのは活動する樹林と活動を担保す

る制度づくりでしょう。一方の活動団体は、保全を前提

としながらも森の公開度を高めていくなど、より幅広い

利用の方策を考える時期に来ているのではないか。千葉

市の事例をうかがいながら、松戸が持つ里やま活動のネ

ットワークがそこに組み合わさったら、どのような展開

になるだろうかといろいろと考えさせられました。 
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若葉区にある市民緑地「縄文小倉の森」（今年 2月） 
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松戸のみどり再発見ツアー51 

雨の中の八柱散策 11 月 27 日 
鈴木 護 

ちばの里山 一日体験会 

  冬の森で遊ぼう 
藤田 隆 

 

 

 

 

 

ちばの里山一日体験会の第 4 回目。1 月 25 日 8：30

に千葉駅 NTT ビル前から出発したバスは長南町役場で

マイカー組と合流し親子合わせて 19 人が揃い、長柄町

鴇谷（とうや）の竹炭づくりの現場に向かいました。 

 竹炭作りは「ＮＰＯ法人竹もりの里」の現場に円形の

無煙炭化器いっぱいに竹をくべて燃やし、灰にならない

よう頃合いを見計らって水をかけ、鎮火させると竹炭に

なるとのことで、参加者は竹をくべて焚火を体験しまし

た。できた炭は大小さまざま。プランターなどに撒いて

おくだけで植物の根張りが違うとの説明に、持てるだけ

の竹炭をバスに乗せていました。 

全体に火が回るまでの間、タケノコ採りを楽しみまし

た。冬の時季にタケノコが取れるとあって大喜び。土を

掘り返すとアカガエルが飛び出したり、アマガエルの冬

眠の姿、甲虫類の幼虫に出会ったりと驚きの連続でした。 

 竹炭作りの後は森遊びが待っていました。長南町の一

般社団法人「もりびと」のフィールドにバスで移動し「ド

ングリパチンコ、丸太でコースターを作ろう、スローラ

インにチャレンジ」の 3 種類の森遊びを楽しみました。 

パチンコと的は用意されていましたが、玉がないので、

ドングリを拾って玉にし、的に当て、得点を競う大会が

はじまりました。優秀賞は高学年女子でした。 

ゴムパチンコの傍らでは丸太切りに挑戦していまし

た。ノコギリも丸太を切るのも初めて。やっとの思いで

薄く切り取った大きなコースターに親子のニコニコし

た笑顔が印象的でした。 

里山一日体験会では、偶然にも冬眠中のカエルや幼虫

に出会い、タケノコも取れました。日頃は体験できない

動植物の生きざまに触れたことで、動植物を育む環境と

しての里山への関心が芽生えることを主催者は期待し

ています。 

アンケートで好評だったのは・竹炭づくりの体験・タ

ケノコ掘り。また「竹林への理解が進んだ」「遊びを通

じて自然環境が学べるイベントだ」「千葉の自然、里山

活動の理解が深まった」「季節ごとに楽しめるイベント

で里山への興味を拡げたい」などの意見を頂きました。 

里山一日体験会の第 1 回は鹿野山で下草刈りとミツ

バチ養蜂見学、第 2 回は台風の影響で中止。第 3 回は

千葉市谷当町の里山で木の伐採と森林セルフケア体験

を行いました。 

 

 

  

  

 

 

５日間も降ったりやんだりしていた雨が、この日も続

きそうな気配だったが、ポツリポツリと参加の方が集合

されたので、小雨の中スタートした。 

駅からすぐの宮前公園の中央には幹が大きく損傷し

たケヤキがあるが、雷に打たれたのか焼け焦げてもいる。

内部の空洞が見えるほどの状態だが、説明によれば幹の

外側が生命線（導管・師管）なので枯死しているわけで

はないとのこと。樹木の生命力を感じる。「紅葉のシー

ズン、今日はいろいろな葉っぱを集めておしまいに持ち

寄ってみませんか？」と提案されて、さっそくサクラの

葉っぱを集めてみることにした。 

白髭神社では鳥居に近いところでカヤとサカキを観

察、その特徴を教えていただく。本殿の裏には立派なア

カガシとスダジイがあり、地面を覆っていたのはシイの

実とその帽子（殻斗）だった。 

徳蔵院裏手の街路樹のケ

ヤキは強く剪定されたらし

く、幹ばかりが目立つ情け

ない姿で立っていた。しか

し樹の上ではケヤキの葉は

一枚一枚が 20 センチを超

える大きさで、普通のケヤ

キの葉とはかなり違う。これは強い剪定をされて自身の

生命のために光合成を急ぐために葉を大きくするのだ

と言う。その植物の生命のシステムに驚かされる。 

どちらもケヤキの葉 
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総会のお知らせ 

日時：5月 9日（土）15時～17時 

場所：松戸まちづくり交流室（市役所向かい） 

是非ご出席ください 

 
鈴木 護 

徳蔵院は境内に多くの樹木が見られ、ザクロ、カキ、

イヌマキ、ハゼなどに混じって説明版も設置されたムク

ロジを発見。樹下にはムクロジの実もアメ色の丸い姿を

見せていたので持ち帰らせていただく。境内の南側は切

り立った急斜面で八柱霊園、日暮、河原塚のほうを見る

とこの地区の特徴的な地形がなんとなく頭に入る。春木

川（下流に行くと国分川と名前が変わる）が造ってきた

河岸段丘とのことだった。西方向には富士山が見えるは

ずだったが、この日はあきらめるしかなかった。 

徳蔵院を後にした一行は、さっき眼下に見たばかりの

春木川を越えて、石屋さんが多い参道へ。道の両側には

大きなケヤキがドッシリとしていてこの参道の独特の

雰囲気をつくっているようだ。 

そしていよいよ八柱霊園・・・松戸市内にありながら

東京都が運営する霊園で都民のみに利用が限られるが、

特例で松戸の利用枠も割り当てられているという。著名

な方の墓地もあるが、今日は「嘉納治五郎」の墓で説明

を聞いた。一昔前はうっそうとした林の部分があったよ

うに思うが、近年は園内の整備がすすみ、見栄えのする

樹木が多くなっているようだ。今日もサクラ、モミジだ

けでなくドイツトウヒ、ピンオークといった、とても珍

しい樹木に出会うことが出来た。 

参加者からも「ピンオークの葉がやぶれかぶれ
・ ・ ・ ・ ・ ・

で面白

くて、これだけは覚えて帰れそう」と感想を頂いた。ま

た、黄葉、紅葉の仕組みについて知ることが出来た。 

おしまいにテーブルの上に色とりどりの葉や松ぼっ

くりやどんぐりなどの実を広げて、みなさんで紅葉アー

トを楽しむひとときを

持ってから解散した。お

墓参りの人影も無い八

柱霊園を独り占めし紅

葉を楽しみ、植物の不思

議な魅力をゆっくり聞

くことが出来た雨の中

の観察会となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★松戸のみどり再発見ツアー52（観察学習会 68） 

「松戸の秘境・千駄堀～新緑の森を訪ねる」 
松戸市の真ん中に、こんなところが？！と驚くような 緑の多い千駄堀地区。 

森の中でじっくりと樹木・野草・森の生き物たちと向き合い、身近なみどりを楽しみましょう。 

4 月 22 日(水)  ９：３０～１２：３０（小雨実施）   参加費３００円（会員は 100 円) 

集合  新京成線 八柱駅 改札口 9：30 集合  持ち物 飲み物、雨具 

問い合せ  090 – 2935 – 9444（高橋）     その他 歩きやすい服装でどうぞ 
 

お願い：新型ウイルスのため中止になる場合がございます。事前にご確認を！ 
 

～しぜんのコラム 43～  

幸せの青い鳥 

チルチルとミチルは、クリスマスの前の日に、青い

鳥を探しに旅に出かけるが、捕まえて持ち帰ること

ができない。がっかりして帰ると、家の鳥籠の中に青

い羽根を見つける。青い鳥に象徴される幸せは身近

なところにあるという話である。 

一方、タイガースの「青い鳥」(1968 年リリース)

は美しい島で見つけた鳥。小さな幸せを手にしたの

に、あの空へ飛んで行き、二度と帰って来なかった。

はかない初恋のように･･･。 

さて、日本で青い鳥といえば、オオルリ、コルリ、

カワセミなどがいるけれど、「幸せの青い鳥」という

イメージに合うのはルリビタキである。 

 

ルリビタキ(オス) 2020.1.14 千駄堀 

ルリビタキは、夏は高山～亜高山帯に生息し、冬に

なると平地に降りてくる。松戸でも雑木林の縁や森

のある公園で見かけることがある。なわばりを持っ

ており、同じ場所に現れることが多い。 

比較的人なつっこい鳥で、上の写真は５ｍくらい

の距離で撮影したもの。接近しすぎると飛び去るが、

人を誘うように、少し離れた場所にとまり、幸せな気

持ちにさせてくれる。 

なお、青い色をしているのは成熟したオスだけで、

メスの体の上面はオリーブ褐色。未熟なオスもメス

に似ているが、尾だけ青い。 
(山田純稔) 
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次回再発見ツアーコースは 21 世紀の森と広場と隣接し

て、市内で最も大きいまとまりの緑地のエリアです。北総台

地の上では、古くから営まれてきた農の風景を今も携えて

おり、「本当に松戸市内？」と思うような森の小径も！ 

山林所有者に代わりボランティアが手入れをしている二

つの森では、中に立ち入って森を全身で楽しみましょう。 

訪問予定のし

んやまの森は里

やまボランティア

入門講座 5 期の

修了生が中心に

なって森の会を

結成しました。森

内は昨年の台風

15・19 号の影響

で中折れ、欠損した大径木の処理を中心に園路や森内を

整備しています。過去のツアーでは、住宅地では見ること

の少ない野草の花を見つけた方からは「貴重な体験ができ

た」との感想が聞かれました。毎年春のオープンフォレスト

で、来森者に森を楽しんでもらい、また、同じ新山町会にあ

る八柱幼稚園の園児が毎年春と秋に 100 名前後訪れ、森

遊びをしていく、こうした関係性は整備への力につながっ

ているのではないかと思います。 

もうひとつの芋の作の森はしんやまの森の隣といってもよ

い距離にあります。里やまボランティア入門講座第 8 期生

が中心です。この森の際立った特徴は北側斜面に咲くヤ

マユリです。森の所有者さんが先代から引き継ぎ大切に育

ててきたヤマユリを、森

のメンバーが丹念に育

て、200 本を超えるまで

増えました。7 月の中旬

には観賞会を開き、楽し

んでもらいます。今年は

7 月 13 日に観賞会を開

く予定だそうです。 

森はカブトムシ、クワガタにとって良い条件のようで、毎

年大量に発生します。植物ではアマドコロ、ワニグチソウ、

ヒトリシズカ、カシワバハグマなど珍しい種類が見られます。 

今秋の再発見ツアーでは、違った姿で参加者を迎えてく

れることでしょう。 皆さんの参加をお待ちしています。 

              （詳細は裏面参照） 

 

 

  

 

 

例年通りなら今年で第 9回目のオープンフォレスト in松

戸を 5月に開催する予定でしたが、今年は新型コロナウイ

ルス感染症の発生があり共催者である松戸市の対応方針

に従い、4月の実行委員会で 5月実施を中止するか、又

は延期して年度内で実施するか、あるいは今年度の実施

は中止するかなど検討の結果、毎年楽しみにして頂いてい

る皆さまには残念な事ですが、今年は感染拡大の防止、

参加者の健康上に配慮して「中止」する事にいたしました。 

来年以降につきましても森の公開、森めぐりツアーなど

は主に屋外でのイベントではありますが、新型コロナウイル

ス感染症が終息していない中での新しい「森の公開」プロ

グラムを検討実施してまいりますので、これからも皆様方に

はよろしくお願いいたします。 

2020オープンフォレスト in松戸 

      開催中止のご報告  

実行委員会事務局 山下正徳 
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都市の緑を残すには、緑を見守り育む人のネットワークが不可欠です。私たちの活動の目的は「みどり」、特に 

樹林の保護･保全を願う人やグループと連携し、その輪を広げ、豊かな生態系を保つ森を次世代に伝えることです。 

代   表 ：藤田 隆   

年 会 費 ：1000 円 

口座番号：00170-9-696174 

連 絡 先 ：高橋盛男 090- 2935- 9444 

 

      コースの見どころ紹介  

     松戸のみどり再発見ツアー５２ 

１０月２１日 千駄堀～秋の森を訪ねる 藤田 隆 

お知らせとお願い 

緑のネットワーク・まつどでは 3 月以降、新型コロナウイルス感染者数の増加傾向から活動を自粛、4 月の 

松戸のみどり再発見ツアーも中止しました。 

5 月中旬以降、新型コロナウイルス感染者数の減少により、再び感染を拡大させないために「新しい生活 

様式」を取り入れ、活動を再開することとしましたが、今回の会報は簡易版とさせて頂きました。 

次回の再発見ツアーは、中止になった 4 月と同じコースを 10 月 21 日に予定しています。 

屋外をウォークする催しですが、マスクの着用、手指消毒、3 つの密を避け、人との間に距離を置く心がけが 

大切です。参加する皆さんのご協力をよろしくお願いします。ツアーの詳細は裏面を参照ください。 
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～しぜんのコラム 44～  

腹黒大テントウ 

昨年(2019年)の 6月 3日、千駄堀(21世紀の森と

広場)のみどりの里のクワの木で、このあたりでは

見かけない、大きなテントウムシを見つけた。それ

は、西日本に多いハラグロオオテントウであった。

このテントウムシは、数年前に神奈川県や東京都で

確認されているものの、千葉県ではまだ数例しか記

録がない、珍種である。温暖化により北上傾向にあ

るのかも知れない。さっそく千駄堀を守る会の会報

にて、写真入りで紹介したところ、すぐに研究者か

ら確認の電話があった。 

そして、今年は 6月 3日に幼虫と蛹、8日と 11日

には成虫を千駄堀で確認。どうやら定着したようだ。

6～8月頃、クワの木があったら葉の裏をチェックし

てほしい。体長は 12mm程度で、8mm程度のナナホシ

テントウより２まわり大きいから間違えることは

ない。黒い星(●)は全部で 16個ある。 

 

 

 

 
ハラグロオオテントウ 2020.6.8 千駄堀 

大きなテントウムシということであれば、オオテ

ントウ、ハラグロオオテントウ、カメノコテントウの

3種を「日本の三大テントウムシ」と呼んでいる。カ

メノコテントウは松戸でもオニグルミの木などで時

折見かけるが、それ以外は西日本に分布。オオテント

ウは稀なテントウムシ。ハラグロオオテントウは、オ

オテントウに似ているけれど、腹部下面が黒いから

その名がある。 

それにしても“腹黒”とは気の毒な名前。この言葉

は、性質が良くないとか、根性が悪いというような意

味で使われることが多いが、ハラグロオオテントウ

はクワの害虫であるクワキジラミやアブラムシなど

を食べるから、性悪どころか、まさに“益虫”だ。ま

た、ハラグロオオテントウの黒い腹部下面であるが、

それは腹部の一部であって、ナミテントウやナナホ

シテントウの方が黒い部分の面積は広い。ハラグロ

オオテントウだけに“腹黒”とは失礼な話である。 

(山田純稔) 

総会報告と新年度ご挨拶 

代表：藤田 隆 

5 月の総会は持ち回りで行いました。今年度の役員は全員再任され、代表を続けていくことになりました。新型コ

ロナウイルス感染症は予断を許さない状況ですが、当会は少しずつ活動を再開し、みどりを大切に思う人が一人で

も増えるような企画を進めてまいります。 

★松戸のみどり再発見ツアー53（観察学習会 69） 

「松戸の秘境・千駄堀～秋の森を訪ねる」 
松戸市の真ん中に、こんなところが？！と驚くような 緑の多い千駄堀地区。 

森の中でじっくりと樹木・野草・森の生き物たちと向き合い、身近なみどりを楽しみましょう。 

 ９：３０～１２：３０（小雨実施）   参加費３００円（会員は 100 円) 

集合  新京成線 八柱駅 改札口 9：30 集合  持ち物 マスク、飲み物、雨具 

問い合せ  090 – 2935 – 9444（高橋）     その他 歩きやすい服装でどうぞ 
 

お願い：新型コロナウイルス関連で中止になる場合がございます。事前にご確認を！ 
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ヒガンバナ咲く里山風景と森をつなぐコース 

新京成常盤平駅北口～祖光院～金ケ作自然公園 

① ～立切の森・三吉の森を経て五香方面 

② ～囲いやまの森～育苗圃ハーブ園～野中の森 

常盤平駅の北側、金ケ作地区はみどりの多いエリアです。

かつてはマツやクヌギの林が多く、金ケ作の炭は江戸に

送られる松戸の名産品だったそうです。駅から徒歩 10

分の祖光院の林の下に咲く一面のヒガンバナは風情が

あり、道を挟んで向かい側の金ケ作自然公園はオオタカ

も来る公園です。ここからは①東に進めば立切の森・三

吉の森が、②西に進めば囲いやまの森・金ケ作育苗圃ハ

ーブ園・金ケ作野中の森が、駅に戻る途中には地区の鎮

守社である熊野神社の緑がつながっています。下線付き

の民有林はボランティアが整備活動をしており、普段は

立ち入れませんが、森に囲まれたエリアは街中より気温

もやや低めだそうで、この時期のお散歩にお勧めです。 

 

秋の七草 フジバカマ を目指すコース 

北総線矢切駅～栗山浄水場～柳原水門～フジバカマ

の里～里見公園 

栗山浄水場を半周すると斜面林を下る小径があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

常磐線で東京から松戸に帰ってくるときに目に飛び込

む緑の帯の松戸市南端に当たるところです。坂を下り本

久寺を抜けて江戸川堤防に向かうと、坂川が合流する柳

原水門があります。堤防を南へ、堤防が不自然にカーブ

して旧坂川跡を渡った先の土手下にフジバカマを保護

したエリア「フジバカマの里」があります。日蔭の少な

いエリアですが、秋の野草が迎えてくれます。斜面の緑

を上がれば歴史ある里見公園(市川市)。帰路は県道に出

てバス（松戸⇔市川）が本数も多く便利でしょう。 
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都市の緑を残すには、緑を見守り育む人のネットワークが不可欠です。私たちの活動の目的は「みどり」、特に 

樹林の保護･保全を願う人やグループと連携し、その輪を広げ、豊かな生態系を保つ森を次世代に伝えることです。 

代   表 ：藤田 隆   

年 会 費 ：1000 円 

口座番号：00170-9-696174 

連 絡 先 ：高橋盛男 090- 2935- 9444 

 

秋の花に逢いに・・・出かけてみませんか？

新型コロナ対応で再発見ツアーもオープンフォレストも中止になってしまいましたが、 

ご家族やお友達と少人数で自然のみどりに癒しを求めて歩いてみませんか？ 

見ごろをむかえるヒガンバナとフジバカマを訪ねるコースをご紹介します。 

祖光院 

フジバカマの里 
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市民ボランティアによる里山活動(樹林地の 

保全活動)、松戸の近隣市ではどうなってい 

るのか。ちょっと訪ねてみましょう。今回は 

市川市の里山活動です。 

 

ふたつのルーツによるスタート 

 市川市の里山活動は、2006 年に始まります。この年

に「わんぱくの森の会」が活動を始め、一方で市の主催

する「緑と花の市民大学」が開校されました。 

「わんぱくの森」の活動は、松戸の里山活動と深く関わ

っています。前年(里やま応援団 1 期の活動が始まった

翌年)、市川で開かれたシンポジウムで、松戸の取り組み

を知った市川みどり会(山林所有者の会)の役員が、当時

の里やま応援団代表・深野靖明さんや、溜ノ上レディー

スの渋谷孝子さんの提案に共鳴し、所有する山林をフィ

ールドとして提供した経緯があるからです。同じく民有

林の「大町教育の森」の活動も、続いてスタートします。 

一方の「緑と花の市民大学」は、緑の担い手づくりを

目的とする講座です。内容は非常に重厚で、基礎講座だ

けでも 11 回。その後も座学研修や技術講習を伴う演習

を繰り返し、フィールドに入るまでにかかる期間は延べ

2 カ年におよんだとか。全 5 回、1 カ月ほどで終わる松

戸の里やまボランティア講座とは大違いです。 

 ただ、当時をよく知る大峡章禧男さん(わんぱくの森

の会・現代表)によると、この市民大学は「修了生が市の

所有する樹林地で活動することを前提としていた」そう

です。つまり、市川の里山活動は、市川みどり会由来の 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

民有林対象と、市民大学由来の市有林対象というふたつ 

のルーツを持っていることになります。 
 

交流会の発足で市内の活動がネットワーク化 

「緑と花の市民大学」は 5 期まで続き、6 期以降は規模

を縮小し「緑を守るボランティア入門講座」などの名称

で「(公財)市川緑と花のまちづくり財団」に引き継がれ

ています。現在の里山活動団体数は 9 団体。前述したよ

うに主な活動の場は市有林ですが「近年は、周囲の山林

所有者の要望で、民有林の整備を併せて行っている団体

もある」(大峡さん)とのことです。 

 いちかわ市民キャンプ場を擁する柏井町２丁目緑地。

そのうち約 2ha を管理している「ゆうゆう里山会」の代

表・植村敦子さんは、市民大学の 2 期生。「難しい内容

もあったけれど、里山管理の理念をしっかりと学べたの

がよかった」と講座をふり返ります。 

2012 年には団体間の情報交流を図るための「いちか

わ森の交流会」が発足。現在では月に 1 度の定例会を開

き、活動のネットワーク化を進める一方「財団主体だっ

た入門講座を、昨年から里山ボランティア主体に転換し

た」とも。行政主導的な色合いが濃かった市川の里山活

動が徐々に変わりつつあると言います。 

 活動者の高齢化と、講座受講者の減少などの課題はあ

るものの、植村さん自身は活動に入って森の好きな仲間

が増え、森林インストラクターの認証を取得するなど、

得るものが大きかった様子。「人生で今が一番楽しい」

「家より、森にいるほうが好き」と笑顔を見せます。そ

の言葉に、森の恵みの奥深さが感じられます。 

拝見！ となりの里山活動  【市川市編】 
緑のネットワーク・まつど 高橋 盛男 

ゆうゆう里山会の植村さん。柏井町２丁目緑地にて 

わんぱくの森(大町)の作業風景 
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7 月 30 日、10 時から松戸市高塚・甚左衛門の森でカ

シノナガキクイムシ（以下＝カシナガ）によるナラ枯れ

の講習会が開かれた。講師は千葉県農林総合研究センタ

ー森林研究所の福原一成上席研究員。松戸里やま応援団

の野口代表の呼びかけで、ほぼすべての森からの参加が

あったほか、森林研究所福島主任上席研究員と県農政部

幸氏、松戸市みどりと花の課と農政課の 3 名、計 31 人

が集まった。 

 最初に野口代表が講習会開催の経緯を説明した。今年

7月 5日に紙敷石みやの森でカシナガによると思われる

被害がコナラで見つかり、サンプル調査の結果カシナガ

を確認した。市内の各森で確認調査をすすめたところカ

シナガによると思われる被害が相次いで見つかったた

め森林研究所に講習会を依頼したとのこと。 

ナラ枯れ被害を受ける樹木は主にミズナラ、コナラ、

シイ、カシ類である。講習会は福原氏の講義に続き、被

害木の確認、防除法について話し合いがもたれ、カシナ

ガの被害木を観察し、カシナガをとらえるトラップ（仕

掛け）の実演を行った。午後はしんやまの森、囲いやま

の森、三吉の森を調査した。以下講演の概要。 
 

県内では４年前に鴨川で発見 

千葉県では 2017 年 8 月に鴨川市のマテバシイ林でカ

シナガによるナラ枯れが見つかり、同年館山市、南房総

市など 70か所で広がっていることが分かった。2019年

には千葉市、船橋市に北上し、今年は柏市、市川市、印

西市、成田市、東庄町、山武市で調査を行ったところ、

印西市、柏市においてカシナガが大量に捕獲されたが、

ナラ枯れ被害は見られず、紙敷石みやの森が東葛地域で

の最初の事例だ。 

ナラ枯れの原因 

ナラ枯れの原因はカシナガの雌が孔（直径 2mm）をあ

けて樹木内に入り、雌が持っている菌嚢（のう）（ナラ

菌や幼虫の餌となる酵母菌等を蓄える器官）も同時に樹

木内に入る。樹木はカシナガを排除しようとして、樹液

を出し、フェノール類などの様々な物質を材の細胞内に

沈着させる。これらの防御物質は、樹木自体にもダメー

ジを与え組織は壊死する。 

壊死した組織が樹幹の通水機能を失わせ、葉に栄養が

いかなくなって枯れる。 

カシナガは樹幹の壊死部分にある孔道の壁にアンプ

ロシア菌という酵母の仲間の菌を繁殖させ、幼虫はそれ

を食べて育つ。幼虫は翌年の 5 月頃まで幼虫のまま育

ち、その後蛹になって 6～7 月頃成虫になって飛び立っ

て他のコナラ類に穿入する。 
 

県内のナラ枯れの状況 

西日本から北上してきた可能性。カシナガの飛翔距離

は長くて 1 ㎞程度。長距離の移動には風の力が要るた

め、台風によって広く拡散した可能性もある。 

カシナガの防除方法を 7つ紹介する。①樹木にラップ

を巻いて出てきたカシナガをとらえる。②秋に木の中に

幼虫がいるので伐倒、破砕、燃焼処理。③薪にして来年

６月までに処分する。④切った材をごみ袋に閉じ込める

とカシナガが飛び出す。⑤被害木を燻蒸処理。⑥薬剤注

入処理。⑦静岡県考案のＡ４クリアファイルを使ったト

ラップで捕獲。 
 

講習会後の 8 月 3 日には里やま応援団でＡ４クリア

ファイル 600枚をトラップに仕立てる作業が行われ、各

森にトラップを仕掛けた。15 の森からカシナガ被害の

報告が上がっている。 

マスク姿で講習会（右端＝福原上席研究員） 

Ａ４クリアファイル利用のトラップをかける 

ナラ枯れ被害対策の講習会開催                    藤田 隆 



緑ネット通信 69号 

  4 

 

 

 

6 月 30 日（火）七夕プロジェクト 

秋山の森で七夕飾りに使うマダケを切り出し、放課後

児童クラブ 30 か所に配布した。今回、コロナ対策で市

職員対応難のこともあり、市のトラックのほか応援団か

ら軽トラックが出動した。竹の切り出しには応援団 18

名とみどりと花の課 4 名の 22 名が参加した。 

後日、児童クラブから短冊で飾られた竹の写真が届い

た。お礼の手紙には子どもたち、保護者の喜ぶ様子に加

え「来年も欲しい」の願い事も記されていた。 

7 月 13 日（月）ヤマユリ観賞会 

 芋の作の森でヤマユリ観賞

会が行われた。森の会員が丹

精込めた大輪は。長めの梅雨

が開花に影響したのか、平年

に比べ少な目となった。この

日も曇天で時折雨がぱらついた。観賞会に訪れたお客さ

んは数名だが、積み重ねの努力が実を結ぶこの時期が最

高にうれしいそうだ。 

7 月 18 日＆25 日（土）ビッグショット製作講習会 

 伐倒技術の一つであるスローライン投擲に必要なビ

ッグショットを手作りする講習会が 4 組ずつ 2 日に分

けて行われた。講師役の野口さんが部材を調達し、揃っ

た部品の穴あけ、ボルト締め、サンドかけを着々と進め

た。当日は土砂降りで、ブルーシートで雨を除けて製作

した。後日談によると、難易度の高いゴムひもの三つ編

みが一番苦労したとのこと。それぞれの森の活動日には

スローラインを飛ばして、勢いを確認したとのこと。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★松戸のみどり再発見ツアー53（観察学習会 69） 

「松戸の秘境・千駄堀～秋の森を訪ねる」 
松戸市の真ん中に、こんなところが？！と驚くような 緑の多い千駄堀地区。 

森の中でじっくりと樹木・野草・森の生き物たちと向き合い、身近なみどりを楽しみましょう。 
 

 ９：３０～１２：３０（小雨実施）   参加費３００円（会員は 100 円) 

集合  新京成線 八柱駅 改札口 9：30 集合  持ち物 マスク、飲み物、雨具、記入済み参加表 

問い合せ  090 – 2935 – 9444（高橋）     その他 歩きやすい服装でどうぞ 

～しぜんのコラム 45～  

キマダラカメムシ 
 
最近気になる生き物は、外来種のキマダラカメム

シ。台湾～東南アジア原産の大型のカメムシで、九州

から北上しながら分布を広げている。たとえば愛知

県では 2011年に確認されているが、なぜか東京では

愛知よりも早い2008年。東京のキマダラカメムシは、

中部地方を飛び越えて、人為的に侵入したらしい。東

京では今や、キマダラカメムシは最も普通に見られ

るカメムシとなっているようである。 

松戸では、昨年あたりから見かけるようになって

きたが、今年の夏は多い。そこで、自宅近くの桜通り 

で、キマダラカメムシの生息状況を調べてみた。 

調査したのは 8月 26日の早朝。小金原 5丁目、桜

通りのソメイヨシノ64本を目視で調べた。その結果、

64 本中の 49本(77%)に 148頭のキマダラカメムシを

確認。42 本(66%)では幼虫 95 頭が認められた。目視

だから、実際はもっといるのだろう。来年は、もっと

増えているだろう。 

  
キマダラカメムシ（左：終齢幼虫，右：成虫 2020.8. 24 松戸市小金原 

｢千葉県の外来生物リスト 2020年改定版｣では、

キマダラカメムシの生態系や人に対する影響度は C

ランクで、防除の緊急性も Cランクとされている。

しかし、新たな外来種の分布拡大は、それまでに分

布していた在来種の減少をひきおこす。今後も継続

して注視していきたい。 
 

 (山田純稔)  

 

新型コロナのため中止になる場合があります 

緑のネットワーク情報 
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                               No.70 
 

 

都市の緑を残すには、緑を見守り育む人のネットワークが不可欠です。私たちの活動の目的は「みどり」、特に 

樹林の保護･保全を願う人やグループと連携し、その輪を広げ、豊かな生態系を保つ森を次世代に伝えることです。 

代   表 ：藤田 隆   

年 会 費 ：1000 円 

口座番号：00170-9-696174 

連 絡 先 ：高橋盛男 090- 2935- 9444 

 

スラックラインでぶーらぶら 

秋の森は 

遊びのワンダーランド 
藤田 隆   

11 月 15 日（日）囲いやまの森は楽しそうな親子の声で包ま

れた。紅葉、黄葉の舞う秋の森がひときわ、にぎやかになった。 

大人も楽しいどんぐりクラフト 

森の色合わせ 

輝く季節に見てほしい森の姿 

この催しは市内の子育て・外遊びの９団体が集ま

った実行委員会形式の初めての企画。秋の一日、陽

ざしが降り注ぐ広場で、それぞれの団体が出品し、

子どもも親も遊びに夢中になった。 

スラックライン、ブランコ、ハンモック、ドング

リクラフト、小石ペイントクラフト、スライムづく

り、バランストンボやクラフト販売、シャボン玉と

ばそう、コーヒーとお菓子の販売と来場者の気持ち

をぐっとつかみそうな品々が並んだ。 

森の中で落ち葉を集めていたのは「森の色合わ

せ」をしていたネイチャーゲームのチーム。ヘルメ

ットをかぶった森の探検隊チームは森の木々、植物

や生き物を観察した。 

ステージではオカリナとウクレレのデュエット、

子ども落語、大型絵本の読み聞かせ、紙芝居「囲い

やまの森のポコ」が舞台を飾り、森はにぎやかにな

った。 

関係者に聞くと、秋の「子どもフェア」がコロナ

禍で中止になり「どうしようか」と思案していた時

に囲いやまの森の企画が浮かび、団体に呼びかけた

ら、すぐに手が上がったという。下見や打ち合わせ

を数回重ねて今回の開催に至ったそうだ。「次は？」

の問いに、開催できる状況になればと言いつつ、来

年のイベントの組み立てに思いは飛んでいるよう

だった。 

主 催 ：秋の囲いやまの森で遊ぼう！実行委員会 

構成団体：松戸里やま応援団有志、NPO法人子どもっとまつど、まつどネイチャーゲームの会、 

学びの駄菓子屋さんたのたのじゅく、NPO法人さんま、日本エコトイ協会、松戸子どもの文化連絡会、 

まつどでつながるプロジェクト＆NPO法人 MamaCan、絵本の会「たんぽぽ」 
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１0 月 21 日（水）新京成線八柱駅 9 時 30 分集合

場所に集まった参加者 18名、スタッフ 10人の計 28

名で千駄堀の森を訪ねる再発見ツアーがスタート

した。 

ツアーを始めるにあたり、新型コロナウイルス感

染予防対策としてアルコール消毒、非接触型体温計

で体温測定、参加票を提出してもらった。 

八柱駅から急な坂道を降りると暗渠があり、川の

流れていることを伝えると、「へーっ！」という驚き

の声が上がった。住宅街の先、坂道の上＝八景台あ

たりにも樹林地が残っているのが見えた。 

千駄堀湧水広場では湧水と池をボランティアが

整備しているため、下草もきれいに取り払い気持ち

の良い広場だ。ここでは台地から出る湧水を池に引

き込み川に流れている話をした。 

湧水広場からハケの道を通り樹林地の急坂を上

った。シイやカシのドングリが時折靴裏にあたり、

はじける音が響いた。 

湧水広場で、森への関心のヒントとなるように、

フィールドビンゴができる用紙を配布した。ドング

リ、秋らしいもの、花、トンボなど 9 つの「森の妖

精」を見つけるクイズ。参加は自由としたのだが、

ほとんどが興味深く楽しんでいた。 

芋ノ作の森では井上さんと齋藤さんが森でのボ

ランティア活動、植物など散策路を案内しながら説

明してくれた。散策中にもカシワバハグマのほか開

花植物が観察できた。 

次に向かったしんやまの森は芋の作の森から 5分

ほどの距離。大石代表から挨拶、彦坂さんから森の

概要説明があった。 

参加者全員が集合し、森のさわやかな空気を体で

感じてみようと深呼吸した。 

散策路を案内してもらい、里やまボランティアが

入る前にはゴミの山だったという説明に、「森の中

はわからないからね」と納得の様子だった。ムサシ

アブミを見つけたグループは「森の妖精探し」に一

つ丸がついた。大きな葉と緑の実が森の中でひと際

目立っていた。 

フィールドビンゴの「わかちあい」をしたところ、

9 つすべてを見つけた方が一人、７つ、８つと見つ

けた方が２人、３人いた。フィールドビンゴで森へ

の関心が少し深まったかもしれない。 

しんやまの森を後にして、21世紀の森と広場に向

かった。21世紀の森と広場の南口そばにある市指定

有形文化財の安蒜家の長屋門を見学し、21世紀の森

パークセンターのゴールまで歩いた。 

参加者から「植物の名前を教えてもらい、興味を

持った」、「郊外の山歩きのような感じで歩けた」、

「枯葉、落ち葉の上を歩いてやわらかい感触を楽し

んだ」、「自然が味わえた」、「近場にこんな良い森が

あるのが分かってよかった」と感想を寄せてくれた。 

松戸のみどり再発見ツアー52 

藤田 隆 

千駄堀湧水広場で全員集合 

芋の作の森を案内 

しんやまの森で深呼吸 
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活動を開始して三年目（平成 30 年 4 月開始）を

迎えようとしているまだ新しい会です。松戸市の育

苗圃の北側に接する 0.5haほどの広さで、スギやサ

ワラ等の植栽された針葉樹、高木の照葉樹、またヤ

マザクラ等の落葉広葉樹等が入り混じった森です。 

森は大きく三つのゾーンを設定して取り組みの

プランを立てつつあります。一つは比較的明るく森

の玄関となる部分で、森の花が戻ってくることを期

待しています。二つ目はもともと比較的に整備され

ていて、将来は子供たちと共に森を楽しめるゾーン

です。そして三つ目は森本来の姿を残しながら森を

生かすゾーンに大きく分けて保全活動を進めてい

ます。 

また、この森は近隣の民家と接していることもあ

り、森の中を私道が二本通っています。この私道は

徒歩や自転車で昔から生活道路として利用されて

いることから、森の持ち主様の意向は生活道路を生

かしながらの森の保全活動を希望されています。 

森は長い間手入れの届かない期間があり、私道脇

はポイ捨てのゴミが多く目立ち、奥の一部はゴミ捨

て場の様子をしていました。一年目はほぼこのごみ

処理が主たる活動で、今後も引き続き取り組む予定

です。また令和元年秋の台風による倒木などの被害

もあり、その処理が残っています。こうした中「私

道や森がきれいになった。」とお礼の声がかかった

り、時にはコーヒーなどの差し入れなどもあり、メ

ンバーの励みになっているところです。まだまだ本

来の取り組みには時間がかかりますが、地道な森の

保全活動に奮闘中です。 

場所  常盤平駅 徒歩 10 分 

活動日  毎月 第 1 土曜日、第 3 水曜日 

野中の森命名 旧地番の名称・野中を採用 

 

 

 

 

 

 

11 月 19 日午後、里やま Q の報告会が 21 世紀の

森と広場にて行われ、27 名が集った。 

 会は 2011 年の里やまボランティア入門講座 9 期

の修了生で立ち上げ、公園での畑の整備からスター

ト、のちに縄文の森の整備とイベントの共催が加わ

り、活動の 3 本柱となった。2014 年に市と交わし

た覚書は『活動(協働)を通じ相互の信頼関係を構築

し、21 世紀の森と広場の魅力と価値を高めることを

目的とする。里山 Q を 21 世紀の森と広場の初の「公

園ボランティア」とする』というもの。 

 他の会と違うところは、・地権者は松戸市・チェー

ンソーや刈払機は使用不可、大きな木の伐採などは

すべて業者の仕事。・不法投棄や近隣とのトラブル

の心配はない・何事もパークとの打合せ・協議など

が必要 など。 

 「整備活動で森がきれいになり野草の花が咲き、

来園者に感謝の言葉をもらうことがボランティア

活動の喜び。」「イベントで見られる笑顔や笑い声が

私たちの勲章」という村上前代表の言葉が印象的だ

った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

金ケ作野中の森 

松戸里やま応援団 樹護の会 

          代表 中村詔夫 

ステップアップ講座  

里やま Q 公園と協働の活動 
報告 渋谷孝子  

 




